
令和４年度 児童・保護者アンケートの結果 

御前崎市立浜岡東小学校 

 ２学期末には、アンケートへの御協力ありがとうございました。アンケート結果を分析し、成果と課題を

明らかにしました。そして、今後どのように取り組んでいくか、現在次年度に向けて検討を重ねております。

ここでは、アンケート結果と、その分析・考察を報告します。 

 

１ 児童アンケートの結果 

 

○全体を見ると、昨年度と本年度を比較して若干の増減はありますが高数値を維持しています。コロナウイルス感染症

対策が少しずつ緩和され、これまでできなかった教育活動ができるようになり、子どもたちの学習意欲が高まったこ

とや児童主体とした委員会活動や学級の係活動、会社活動を意図的に設定し児童の創造力を生かした活動を実施した

成果と考えられます。また、本校ではアンケートの集計を全体だけを見て考察するのではなく、児童一人一人の回答

の変容（下がっている等）に着目したり、いじめアンケートの結果と照らし合わせながら考察したりして、個別に声

かけを行ったことで子どものＳＯＳにすぐに気づき、迅速に対応できたことが、結果として表れたと言えます。 

 

○「３ 授業で自分の考えや思ったことを友達に伝えている」について、上昇はしたものの他項目と比べると低い

数値になっています。自分の思いは抱いても伝える手段が分からなかったり、ただ伝えるなど一方的な伝達に

なっていたりして、伝え合ったと実感できなかったためと考えます。今後、iPadや３年生以上に整備された

chromebookを対話のツールとして、様々な教育活動で活用できるような能力を高めるとともに、一人一人の個

性・資質を生かし、他者と協働してより良い学びを構築できる子どもの育成を目指して、新たな授業の在り方を職

員全体で研修し、授業改善に努めていきます。 

○「２ クラスや学校のためにみんなと活動するのは楽しい」「５ 話を聞いてくれる先生がいる」について、高い

数値になっています。概ね安定した人間関係の中で生活できていると考えます。「○○が好き」「○○が楽し

い」という前向きな気持ちを一層大切にし、温かな人間関係の中でどの子も安心して生活ができるように努め

ていきます。 

○「７ 友達のよさや頑張りを伝え合っている」は、昨年度と比べると数値が上昇しています。本校が継続して

取り組んでいる「宝カード」で友達同士よい表れを伝え合うことで、仲間の頑張りや優しさに気づく目が養わ

れてきています。しかし「８ 自分には、よいところがある」は下降気味です。自己理解や自己受容を進める

とともに、様々な体験を通して成就感や達成感を味わわせ自分への肯定的な気付きを促すように努めていき

ます。 
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２ 保護者アンケートの結果 

  

○子どものアンケート同様に、保護者の方の回答も昨年度に引き続き高い評価をいただきました。昨年度の評価

を分析し、子どもへの対応などの学校体制を見直した成果であると言えます。しかし、達成値が８割程度に留

まっている項目もありますので、引き続き、改善に努めます。 

 

○「１ お子さんは、学校が楽しいと言っている」「４ 学校に信頼できる先生がいる」に対して、高い評価をいた

だきました。児童の自己肯定感を育むために、児童の自治的活動を支援したり、主体的な学びをする児童を育

てる授業改善をしたりするなど、私たち教職員は様々な活動を見直してきました。ただし、これらの活動は保

護者や地域の皆様の御理解と御協力があって達成できたものと思っております。ありがとうございました。今

後より一層、一人一人のよさや伸びを見つけ広めていくことで、子どもにとって「楽しい学校」「成長する自

分」につなげていきます。 

 

○「６ お子さんは、進んであいさつをしている」では、児童のアンケートと同様に低い数値となっています。

あいさつができない理由は、「恥ずかしい」「緊張する」「あいさつしないことが癖に」など個々によって異なり

ます。お互いが気持ちよく学校生活をスタートしたり、友達と話すきっかけになったりとあいさつをすること

で基本的な生活習慣の形成やよりよい人間関係が構築できます。現在、東小では「あいさつ委員会」による昇

降口でのあいさつ運動やあいさつ推奨ポスターの作製などを行っています。少しずつですが、あいさつの声が

大きくなってきています。道徳の時間などを活用して、なぜあいさつが大切か、必要性をよく考え、明るく安

心して生活できる集団となるよう努めていきます。 

 

○毎月実施してくださっている「ボランティアによる読み聞かせ」、地域の方から専門的知識を学ぶ「米作り、野

菜作り、植栽のボランティア」、また給食配膳業務過多の補助のために「給食配膳ボランティア」等、地域の

方々から大変多くの御支援をいただいて、様々な活動を行うことができました。子どもの輝く目が、充実した

学びを物語っていました。ありがとうございました。 

 

○「子どもが毎日楽しく過ごさせてもらっています。」や「学校の様子を細かく連絡していただきとても安心で

す。」と多くの方からありがたい言葉を頂きました。心から感謝申し上げます。コロナ禍での教育活動に対して

不安をお持ちの方がおられると思います。そういった思いを少しでも解消できるように、私たち教職員は安心

して過ごせる学校、地域に開かれた学校を目指して、日々教育活動に取り組んでおります。子どもの様子を学

校ホームページで毎日発信しております。また、学校だより、下校時刻、給食の献立等、様々な情報も掲載さ

れていますので、今後も引き続き閲覧をよろしくお願いします。 

0.0
10.0
20.0
30.0
40.0
50.0
60.0
70.0
80.0
90.0

100.0

お
子
さ
ん
は
、
学
校
が
楽
し

い
と
言
っ
て
い
る
。

学
校
は
、
お
子
さ
ん
に
と
っ

て
安
心
で
き
る
場
で
あ
る
。

お
子
さ
ん
は
授
業
が
分
か
る

と
言
っ
て
い
る
。

学
校
に
信
頼
で
き
る
先
生
が

い
る
。

お
子
さ
ん
と
よ
く
会
話
が
で

き
て
い
る
。

お
子
さ
ん
は
、
進
ん
で
あ
い

さ
つ
を
し
て
い
る
。

お
子
さ
ん
は
、
家
庭
学
習
の

習
慣
が
身
に
付
い
て
い
る
。

お
子
さ
ん
は
毎
日
朝
食
を
食

べ
て
い
る
。

お
子
さ
ん
は
毎
日
（
平
日
）

同
じ
く
ら
い
の
時
刻
に
寝
て

い
る
。

1 2 3 4 5 6 7 8 9

「かなりあてはまる」「まああてはまる」と答えた人の割合

【保護者】

R2

R3

R4

％ 


